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平成１９年度事業報告 

            （ 第 ７ 期 ） 

平成１９年４月 １日から 

平成２０年３月３１日まで 

 

財団法人きょうと京北ふるさと公社 

 

 

 第７期目である平成１９年度は過去６期の実績をふまえ、設立目的である優良

農地の保全や美しい農山村景観の維持、都市住民と農山村の交流活動の推進、

中高齢者を中心とした働く場の提供など、ふるさと京北の活性化のための活動

と合わせ、ふるさと公社の安定経営に向け幅広い事業を展開するため、職員体

制を強化し運営に取り組んできました。 
 なお、京都市との合併後３年を経過した今日、地域住民などから地域の担い

手としてのふるさと公社への期待が大きく、このことは各事業の取り扱い実績

に現れた一年となりました。 

 
 
Ⅰ 理事会・評議員会の開催 

《 理事会 》 

 第 1 回理事会 平成１９年５月２９日 
１ 平成１８年度事業報告及び会計決算承認の件 
２ 中期計画策定の件 
３ 平成１９年度補正予算（第１号）承認の件 

 第２回理事会 平成１９年７月１９日 
  １ 評議員選出の件 
第３回理事会 平成２０年３月２５日 
 １ 平成１９年度補正予算（第２号）の件 
 ２ 内部留保金の運用の件 
 ３ 平成２０年度事業計画及び会計予算認定の件 

  ４ 平成２０年度役員報酬等の限度額の件 
《 評議員会 》 
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 第１回評議員会 平成１９年５月２９日 
   １ 平成１８年度事業報告及び会計決算同意の件 

２ 中期経営計画の件 
３ 平成１９年度補正予算（第１号）同意の件 

 第２回評議員会 平成１９年７月１９日 
１ 役員選任の件 

 第３回評議員会 平成２０年３月２５日 
１ 平成１９年度補正予算（第２号）同意の件 
２ 内部留保金の運用の件 
３ 平成２０年度事業計画及び会計予算承認の件 
４ 平成２０年度役員報酬等の限度額の件 

  
 
Ⅱ 本年度主要事業の概要 

 

《 公益事業 》 

 

１．農地保有合理化事業 

優良農地の保全を基本に、農地の貸付け希望、借受け希望の斡旋を中心 
に取り組み、年間を通じ９件の相談を受け付けました。 

 
 ２．農作業受託事業 

農業者の高齢化に対応するため、農作業受託部会による耕起、代かき、 
田植え、稲刈り、除草等の作業受託と転作田の管理受託に取り組みました。 

〔受託部会による取り扱い実績〕 
  ○春作業（依頼者 ９０人） 

  耕起作業     ５１件   １，１１８．０５a 
  代かき作業    ５４件   １，２０１．５５a 

       田植え作業      ６８件   １，５３３．３０a 
  畦付け作業    １８件   ３，０５５．５０m  

  ○秋作業（依頼者 ６３人） 
     隅刈り作業    １６件       ２６枚 
     刈取り作業    ６３件    １，３１１．６９a 
     籾運搬作業    ４３件   ４５，９１６．９０kg 
     耕起作業     ３２件      ６５６．１０ａ 
     乾燥作業      ６件    ４，７５１．００㎏ 
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     肥料散布     １０件      ２１９．２０㎏ 

 
 ３．都市と農山村交流事業 

  都市住民との交流による地域活性化を目指し、各種イベントの開催により

都市住民を京北地域に呼び込むとともに、他地域でのイベントに積極的に参

加し京北地域のＰＲ活動を行いました。 

 
４．公共施設管理事業 

① 林産物需要拡大センター「ウッディー京北」管理受託事業  
文化の香り高い木と清流の里京北の情報発信基地としての役割ととも 

に、林産物、木材加工品ならびに地域特産品の需要拡大に取り組んでき

ました。  
昨年７月の周山バイパスの開通に伴い入館者も増加、木材加工品、特

産品、農産物、喫茶利用とも昨年度を上回る結果となりました。 
しかしながら施設の収支状況については改善が必要なため、平成１９年

１１月に中小企業経営診断士による経営指導を受け、改善策について検

討を行い、平成２０年度から具体的な改善策を講じます。 
○ ウッディー京北入館者数 
   １４９，６１５人 （平成１８年度  １１２，３２８人） 
○ ウッディー京北売上高 
    ４２，０８３千円（平成１８年度   ３７，５８８千円） 

 
② 宇津峡公園管理受託事業 

コテージ、キャンプ場等、京阪神を中心に家族連れや学校関係者の利 
   用が多くあり都市住民との交流施設として、平成１０年の開園来最高の

入園者を記録しました。 なお、冬期の入園者の確保が課題となってい

ます。 
○ 宇津峡公園入園者数 
   ５２，１６０人  （平成１８年度  ５２，０４０人） 
○ 宇津峡公園利用料金 
   １８，０５６千円 （平成１８年度  １７，２３４千円） 
○ 宇津峡公園１０周年イベント（平成１９年９月２３日開催） 

 
 ５．ふるさと振興等調査研究事業 

    昨年度に引き続き、国の補助事業である「農村コミュニティー再生・活性

化支援事業」に取り組みました。 
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（１）定住や長期滞在の促進方策策定、新規住民を活用した集落の活性化の

ための取り組みとして 

   ①定住化促進等検討会議の開催（委員会３回） 

    ②都市住民への意向調査の実施（配布枚数４５０枚、回収枚数１４３枚） 

③ホームページの拡充の取り組み（市民農園） 

④空家・農地情報の収集の取り組み 

本年度の事業を推進する中で、定住実績２件、空家登録件数４件の実績

となりました。 

空家が潜在的に多く存在すると考えられるものの、都市住民からの相

談件数に比べ空家提供者が少なく空家の確保が課題となっています。 

（２）市民農園「京北ふるさと農園さんりょう」の開園について 

  京北地域の豊かな自然の中で、都市住民の方々が土に親しみ、地域住民

との交流を深めることにより、京北地域への定住促進や地域の活性化につ

ながることを目的として開設しました。 

都市部から約１時間を要する場所にあるにもかかわらず、土曜日、日曜

日、祭日を中心に多くの契約者で賑わい成功させることが出来ました。 

  ①法的根拠       特定農地貸付法 

  ②区画数及び利用状況  ３５区画全て契約済み 

  ③利用料        １区画（約４０㎡） 年間１５，０００円（本

年度に限り７，５００円） 

④イベント等の取り組み 

   ・８月２６日  開園イベント 

   ・１１月２３日 収穫祭   

 
６．地域特産物開発研究事業 

 地域特産物開発に力を注いでいる各グループの加工品を、ウッディー京北

を中心に各イベントで取り扱いました。 
 また、ウッディー京北喫茶での地域特産品（京北野菜・鹿肉の加工品）の

提供や、従来から取り組んでいる京北地域の小学校へ給食資材として地元野

菜の納品に合わせて、平成１８年度から取り組んでいる地元産の新鮮野菜の

販売を拡大するため、登録生産者による京北野旬会を組織し、生産拡大を目

指してきました。 

 
７．地域担い手確保事業 

  田舎の便利屋事業として、住民の皆様の要望に幅広く応え多種多様な作業

を受託し、又行政機関や地域の法人等からの作業依頼にも積極的に対応した
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結果、当初計画を上回る事業量を確保することができ、地域の担い手組織と

して、雇用促進に一定の成果を上げることが出来ました。 
○登録者数  ２９０人 （６０歳以上１５７人・６０歳未満１３３人） 
○受託件数      ６４３件 （平成１８年度    ６３０件）  
○作業延べ人数  ４，２６２人 （平成１８年度  ４，１２８人） 

   ○受託金額     ４７，０４６千円（平成１８年度  ４８，６７２千円） 

 
 ８．京北ふるさとバス事業 

  京都市との合併以後、道路運送法に基づく過疎地有償運送事業として京都

市との連携のもと、地域の運送事業として安全運行を基本に京北地域の生活

交通確保のため取り組み、関係者各位のご指導ご協力のおかげもあって交通

事故もなく順調に運行することが出来ました。 

 
《 収益事業 》 

   公益法人として事業活動に一定の制約がある中、公益事業を補完し、ふる

さと公社の安定経営に向けた財務基盤を確立するため、収益事業に取り組み

ました。 

 

１．葬祭関連事業 

高齢化が一層進行する状況の中、京北地域の現状に鑑み、文化、風習と 
 今日の生活実態との調和の取れた厳粛な中にも、簡素な葬儀が執り行われ

るよう対応してきました。  
  年間の利用件数は昨年度と同数の３８件となり、京北地域の葬儀件数の

約４０％となっています。 

 
２．コスモスパーク運営管理事業 

通称「コスモスパーク」で開催されるモータースポーツを通じ、地域の 
活性化のため取り組んできました。 
 なお、平成２０年度からは地元の要望により、管理委託契約を継続しな

いこととなりました。 
 

３．スクールバス受託事業 

京都市との合併以後、京北地域児童生徒の通学および教育活動のため、京 
都市教育委員会からの受託事業として取り組んできました。 
平成２０年度からは、委託契約内容の見直しがされることとなっており、

一層の安全運転に心がけ対応していきます。 


